建設業から桜園芸へ

　　　　　　　桜栽培支援プログラム

はじめに

　農業参入をお求めになる各異業種の方々に、参入したその年から生産し収入になる方法はないかということで以下のプロジェクトを提案することとしました。当農場の品種販売実績としては、サカタのタネ、クリエイティブ阪急、ジュピターショップチャンネルなどより発売しております。
　また当農場の品種を許諾生産している農家においては、鹿毛眞耕園(福岡県)→株式会社ニッカン。マルス製剤所(岐阜県)→下呂温泉、ネット直販。戸田園芸(青森県)→浅虫温泉。など販売実績を上げております。しかし、彼らチャレンジャーの実績は植栽して最低2年を要しており当年から収益に至っていないのは、農業に気長さをようするものとなっています。

　しかし、時代の要請で年内売り上げが必要という中、当農場のノウハウと指導により４月に取り掛かり、年内売り上げを出すシステムでの園芸を提案するものです。

全体概要

　商品　　　　桜鉢植え(日本でも僅少)　登録品種
　栽培方法　　ミスト挿し　／　ミスト接ぎ挿し
　販売方法　　予約受注による生産
　資材一式　　ポット・トレー・シール提供
　用土　　　　山砂(コンクリートに使用するもの)、洗い海砂、細砕石、残土

など御社保有のものから低コストのものを選択

アドバイススケジュール

　４月　　　　施設確認　準備

　５月　　　　準備

　６月　　　　穂木提供／実施

　７月　　　　確認管理作業／販売予約確認　(生産販売組合さくら)
　８月　　　　生育促進作業

　９月以降　　出荷作業

　１２月　　　降雪前・出荷終了　Ｂ品雪囲い

コスト表　代表的品種　／　人件費のぞく
	品種　

簡易順
	歩留まり
	販売価格
	販売手数料(市場)
	ロイヤリティー
	生産コスト
	粗利益

	山形おばこ
	３０％
	1600
	160
	10
	19.3
	1410.7

	来幸桜
	５０％
	2100
	210
	100
	19.3
	1770.7

	春月花
	２０％
	2000
	200
	10
	19.3
	1770.7

	ｲﾙﾐﾅｼｵﾝ
	８０％
	1050
	105
	0
	19.3
	

	敬翁桜
	９５％
	300
	30
	0
	19.3
	250.7


生産コスト概算
　　地下水電気料　８０００×５ヶ月　／４０００ポット　　　１０円／ポット

　　ポリポット　　５．６円　／１ポット　　　　　　　

　　農薬　　　　　５０００円　／４０００ポット　　　　　　１．２円／ポット

 　 液肥　　　　　１００００円　／４０００ポット　　　　　２．５円／ポット

　　用土　　　　　４００００円／４０００ポット　　　　　　１０円／ポット
売り上げ経費見込み表　山形おばこ４０００ポットを生産として試算

	月
	人日
	作業内容
	

	４
	２０
	ポット土つめ作業
	ポット　22400
土代　　40000
人件費　20×

	５
	２０
	ポット土つめ作業
	人件費　20×

	６
	１０
	挿し木／接木
	潅水電気料　8000
人件費　20×

	７
	２
	管理
	潅水人件費　20×

電気料　8000

	８
	４
	伸長施肥／防除
	潅水電気料　8000
人件費　20×

	９
	１０
	伸長施肥／販売納品
	潅水電気料　8000
人件費　20×

	１０
	１０
	販売納品
	潅水電気料　8000
人件費　20×

	１１
	２０
	販売納品／雪囲い
	人件費　20×


契約書見本
　甲　　ＪＦＣ石井農場　石井　重久

　乙　　株式会社桜建設　桜　太郎

１　本契約は甲が乙に桜鉢物栽培を指導する契約である。

２　乙は甲の提示する栽培マニュアルならびに栽培指導のすべて、メール内容、作業のビデオ・写真を社内役員・担当者以外に開示してならない。

　　この条項に違反したとき、コピーが出回ったり、出版、ネット上に流れたときなどはその事実を持って甲は乙に対して損害賠償の対象とする。

３　甲が乙の桜栽培の指導は乙の担当者に対して、観察の仕方、作業の仕方、管理のやり方を指導する。
４　指導料金は販売金額の１５％、現地出張費(山形市を基点として実費)、指導時間で１時間２５００円の総和で計算し、事象の発生した月末締めとして、翌月末まで乙が甲に支払う。

５　携帯電話の写メールやインターネット上の写真添付メールでも対応するがこれは無償とする。

契約書見本　登録品種の場合の追加契約
未登録品種販売準備契約書　種苗生産契約　(契約秘密栽培)

　甲
　乙
１　定義
　この契約は未登録品種の円滑な販売を行うため、甲の開発した植物の品種が品種登録されるまで、乙は他者に情報漏えい・販売・贈与しない。
２　契約対象
植物の品種の特定は甲が乙より古い原木を有し、乙が同定された品種を保有・販売の事実で十分とする。(この場合乙が自分が育成と偽って品種登録申請すると犯罪になるので注意。)

３　販売の開始
　甲が保有する未登録品に関して、品種登録申請が受理された段階で販売の開始を許可する。
　
４　価額の規定
本契約ならびに種木の提供は種苗法に基づき無償で行われる。
従って規定違反の場合乙は贈与売却したものについてすべて回収する。
５　盗難
　盗難については乙は責めは無いが、その品種が新品種で発売準備中と教えたものを記録し、必ず被害届けを警察に提出する。
６　販売価格
　乙は販売に当たり自己営業による販売は阻害しないが、納入先・販売先の販売価格より安く売ってはならない。
　要請があれば乙は育成種苗の１／３以上は、甲の要請のある域内生産者に規定価額で納品する。
登録品種販売契約書　種苗農家・切花契約
　甲
　乙
１　定義
　本契約は　登録品種　　　　　　号
　品種名　　　　　　　　　　　　
　を対象とする。
２　予約生産・出荷
　本品種１鉢に対してロイヤリティータグ１を添付しロイヤリティーはタグ代金にロイヤリティーＸＸ円を加算した額とする。
３　種苗法違反行為をしない。
　似た品種(従属品種または他人の空似)を作って販売する行為。
　登録品種というタグ表示無く販売する行為。
　名前を偽って販売する行為。
　加工果実などに利用して利益を得る行為。
４　反則規定
　乙がロイヤリティータグ無し販売など種苗法違反があった場合、損害賠償金を甲に支払う。
